
日本下水道新聞　2024年8月21日号（第2731号　4面） 
 日本水道新聞 　　2024年8月22日号（第5920号　14面）



（週二回月・木曜日発行）２０２４年（令和６年）９月９日（月曜日）第５７７６号（3） 第３種郵便物認可

　

日
水
コ
ン
が
参
画
す
る
宮

城
県
上
工
下
水
一
体
官
民
連

携
運
営
事
業
（
み
や
ぎ
型
管

理
運
営
方
式
）
の
任
意
事
業

と
し
て
、
名
取
市
の
岩
沢
配

水
池
内
に
整
備
さ
れ
た
「
日

水
コ
ン
名
取
マ
イ
ク
ロ
水
力

発
電
所
」
が
８
月
23
日
、
営

業
運
転
を
開
始
し
た
。

　

姥
ヶ
懐
調
整
池
か
ら
名
取

市
の
岩
沢
配
水
池
に
送
水
さ

れ
る
水
道
用
水
を
利
用
し
て

発
電
す
る
。
具
体
的
に
は
、

同
配
水
池
内
に
あ
る
名
取
テ

レ
メ
ー
タ
室
内
の
既
設
管

路
（
本
管
、
バ
イ
パ
ス
管
）

に
発
電
用
の
新
設
管
路
を
連

結
し
、
こ
れ
に
22 

kW
ク
ラ
ス

の
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
シ
ス

テ
ム
を
２
基
設
置
し
て
発
電

し
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
東

北
電
力
に
売
電
す
る
。
買
取

単
価
は
１
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
34

円
で
、
買
取
期
間
は
20
年
と

な
る
。
発
電
出
力
は
49
・
８

kW
で
、有
効
落
差
は
約
67
㍍
、

平
均
流
量
は
約
９
０
０
０
立

方
㍍
／
日
。
初
期
投
資
額
は

約
１
億
円
。
１
年
間
の
売
電

収
益
は
約
１
１
０
０
万
円
を

見
込
む
。

　

年
間
発
電
量
は
一
般
家
庭

約
77
世
帯
分
の
電
気
量
に
相

当
す
る
約
３
０
５
Ｍ
Ｗ
ｈ

で
、
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
効
果
は

約
１
３
４
㌧
と
な
る
。

　

事
業
ス
キ
ー
ム
は
、
日
水

コ
ン
が
事
業
運
営
や
工
事
発

注
、
機
器
調
達
、
用
地
賃
借

を
担
う
。
発
電
事
業
を
手
が

け
る
Ｄ
Ｋ
―
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
が

設
計
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
機

器
調
達
、
安
田
が
工
事
、
み

ず
む
す
び
サ
ー
ビ
ス
み
や
ぎ

が
法
定
点
検
を
行
う
。
ま

た
、
日
水
コ
ン
は
名
取
市
に

占
用
料
と
固
定
資
産
税
、
み

や
ぎ
型
管
理
運
営
方
式
を
担

う
み
ず
む
す
び
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
み
や
ぎ
に
賃
借
料
を
支
払

う
こ
と
と
な
る
。

　

さ
ら
に
、
名
取
市
と
災
害

時
に
蓄
電
し
た
電
力
を
供
給

す
る
地
域
防
災
協
定
を
締
結

し
て
お
り
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

の
強
化
に
も
貢
献
す
る
。

　

発
電
シ
ス
テ
ム
は
、
Ｄ
Ｋ

―
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
の
管
水
路
用

マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
シ
ス
テ

ム
を
活
用
。
水
車
は
縦
型
イ

ン
ラ
イ
ン
ポ
ン
プ
逆
転
水
車

で
、
特
長
は
高
効
率
で
低
コ

ス
ト
、
省
ス
ペ
ー
ス
を
実
現

し
て
い
る
点
だ
。
具
体
的
に

は
、
空
調
・
油
圧
機
器
の
開

発
で
培
っ
た
省
Ｄ
ｙ
ネ
オ
ジ

ム
埋
込
磁
石
同
期
モ
ー
タ
技

術
と
イ
ン
バ
ー
タ
技
術
を
活

用
す
る
こ
と
で
高
効
率
化
を

達
成
。
ま
た
、
モ
ー
タ
技
術

と
イ
ン
バ
ー
タ
技
術
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
汎
用
水
道
用

ポ
ン
プ
を
水
車
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
、
従
来
難

　

◆
量
刑
の
相
場

　

役
所
の
仕
事
を
し
て
い
る
業
者

か
ら
役
人
が
金
品
を
受
け
取
る
こ

と
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
。
見
返

り
に
役
人
が
そ
の
会
社
の
た
め
に

特
別
な
こ
と
を
す
る
な
ど
論
外
の

悪
事
で
あ
る
。
役
人
は
懲
戒
免

職
、
退
職
金
も
な
い
。
さ
ら
に
裁

判
で
刑
罰
が
決
め
ら
れ
る
。

　

私
と
し
て
は
、
酒
を
飲
ん
で
お

金
を
も
ら
っ
て
も
結
果
と
し
て
お

返
し
を
何
も
し
な
か
っ
た
ら
、
少

し
は
罪
が
軽
く
な
ら
な
い
の
だ
ろ

う
か
と
考
え
た
。
そ
こ
で
友
人
の

弁
護
士
に
尋
ね
た
ら
、
お
金
を
出

す
方
に
「
よ
ろ
し
く
」
と
い
う
意

図
が
あ
れ
ば
そ
れ
は
も
う
ダ
メ
だ

そ
う
で
あ
る
。
今
回
の
事
件
で

は
、
お
金
を
出
し
た
方
も
も
ら
っ

た
方
も
、
起
訴
事
実
を
全
面
的
に

認
め
て
い
る
の

で
、
こ
れ
は
相

場
ど
お
り
の
判

決
に
な
る
し
か

な
い
、
と
あ
っ

さ
り
言
わ
れ
て

し
ま
っ
た
。

　

結
局
、
判
決

は
お
金
を
も

ら
っ
た
役
人
は

懲
役
１
年
、
執

行
猶
予
３
年
。

お
金
を
渡
し
た

会
社
の
役
員
は
懲
役
10
カ
月
、
執

行
猶
予
３
年
。
会
社
員
の
ほ
う
が

少
し
だ
け
軽
い
の
も
通
例
と
の
こ

と
。
こ
う
い
う
事
件
は
こ
れ
ま
で

に
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
、
大

方
の
相
場
が
決
ま
っ
て
い
る
の

で
、
今
回
も
妥
当
な
判
決
で
あ
る

ら
し
い
。

　

◆
裁
判
手
続
き

　

私
は
初
公
判
か
ら
判
決
公
判
ま

で
の
数
回
、
裁
判
を
傍
聴
し
た
。

裁
判
は
淡
々
と
進
め
ら
れ
た
。
検

察
官
が
起
訴
状
を
朗
読
し
、
裁
判

官
が
「
以
上
の
事
実
に
間
違
い
が

な
い
か
」
と
聞
く
と
、
被
告
人
の

２
名
が
「
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」

と
言
う
。
裁
判
官
が
「
弁
護
人

は
？
」、
弁
護
人
は
「
被
告
人
と

同
意
見
で
ご
ざ
い
ま
す
」。

　

こ
こ
で
傍
聴
席
の
報
道
関
係
者

５
～
６
人
が
退
席
。
残
る
は
私
の

知
ら
な
い
男
２
人
と
、
知
っ
て
い

る
男
２
人
と
私
だ
け
。
そ
れ
か
ら

冒
頭
陳
述
と
し
て
、
検
察
官
が
証

拠
に
よ
り
証
明
し
よ
う
と
し
て
い

る
事
実
、
つ
ま
り
取
り
調
べ
調
書

を
延
々
と
述
べ
る
。

　

◆
供
述
調
書
の
書
き
換
え

　

こ
の
冒
頭
陳
述
の
中
で
び
っ
く

り
し
た
の
は
「
所
長
の
命
を
受
け

た
設
計
課
長
は
会
社
の
た
め
に
〇

〇
を
行
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
文

言
が
た
く
さ
ん
出
て
き
た
こ
と
で

あ
る
。
私
が
事
情
聴
取
の
際
に
懸

命
に
否
定
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ

さ
り
覆
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

　

役
所
の
中
の

普
通
の
事
務
手

続
き
が
、
所
長

の
命
令
に
よ
る

会
社
に
有
利
な
手
続
き
と
い
う
こ

と
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

い
く
ら
説
明
し
て
も
検
察
側
の
望

む
よ
う
な
内
容
に
変
え
ら
れ
て
し

ま
う
の
だ
。
あ
る
い
は
、
供
述
調

書
を
取
ら
れ
る
と
き
に
、
警
察
官

か
ら
「
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る

じ
ゃ
な
い
か
。
そ
う
だ
ろ
」
な
ど

と
Ｔ
警
部
補
の
よ
う
な
強
引
な
調

書
を
書
か
れ
て
署
名
捺
印
し
て
し

ま
っ
た
人
も
い
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

も
し
今
後
、
供
述
調
書
を
取
ら

れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
断
固
た

る
態
度
で
、
違
う
も
の
は
違
う
と

主
張
し
な
け
れ
ば
、
裁
判
の
席
で

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
が
あ

る
の
で
、
こ
こ
は
し
っ
か
り
が
ん

ば
っ
た
ほ
う
が
よ
い
。

　

◆
あ
り
そ
う
な
話

　

取
調
室
で
「
つ
ま
り
、
お
前
が

や
っ
た
こ
と
に
な
る
ん
だ
ろ
」
と

捜
査
官
が
言
っ
た
と
き
に
黙
っ
て

い
た
り
、
あ
い
ま
い
に
し
て
い
て

は
い
け
な
い
。

　

何
度
も
何
度
も
同
じ
こ
と
を
尋

ね
ら
れ
、
そ
の
た
び
に
「
違
い
ま

す
」「
違
い
ま
す
」
と
言
い
続
け

て
い
て
も
、
少
し
の
油
断
で
「
そ

う
で
す
」
と
い
う
意
味
の
供
述
調

書
が
出
来
上
が
っ
て
し
ま
う
。

　

「
取
り
調
べ
の
段
階
で
自
白
し

て
い
た
も
の
が
、
裁
判
で
は
否
認

し
て
無
罪
を
主
張
す
る
」
と
い
う

話
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
の
は
、
こ

う
い
う
事
情
も
あ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。　
　
　
　
　

（
つ
づ
く
）

　

＝
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
年
）

（
元
・
東
京
都
下
水
道
局
、
長
岡
技

術
科
学
大
学
、東
京
設
計
事
務
所
）

裁判の様子（筆者画）。左側の検事は
供述調書の束をたくさん持っている

裁
判
傍
聴
記

上
下
水
道
む
か
し
話

上
下
水
道
む
か
し
話

藤
田
藤
田  

昌
一
昌
一68

域
水
道
事
務
所
長
、
間
山
一

典
・
日
水
コ
ン
社
長
、
松
浦

哲
哉
・
Ｄ
Ｋ
―
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ

社
長
、
門
脇
進
・
み
ず
む
す

び
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
み
や
ぎ
社

長
、
千
葉
和
也
・
南
部
山
浄

水
場
事
業
所
長
が
発
電
ス

イ
ッ
チ
を
押
し
て
、
発
電
を

開
始
し
た
。

　

門
脇
社
長
は
「
発
電
所
は

み
や
ぎ
型
管
理
運
営
方
式
に

お
け
る
初
の
任
意
事
業
と
し

て
当
社
が
事
業
主
体
、
日
水

コ
ン
が
発
電
事
業
者
と
な

る
。
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
は

小
さ
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
で
も

導
入
で
き
る
可
能
性
を
秘
め

て
お
り
、
今
後
の
普
及
拡
大

が
期
待
さ
れ
る
」
と
述
べ

た
。
間
山
社
長
は
「
今
回
導

入
し
た
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電

は
小
規
模
な
が
ら
も
既
存
の

水
道
施
設
に
設
置
す
る
こ
と

で
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
を
可
能
に
す
る
シ
ス
テ
ム

と
な
る
。
ま
た
、
当
社
と
し

て
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
初
め

て
の
取
り
組
み
と
な
る
。
再

エ
ネ
の
普
及
に
は
地
道
な
努

力
を
す
る
必
要
が
あ
り
、

政
府
が
掲
げ
る
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
貢
献
で
き

る
」
と
意
義
を
強
調
し
た
。

　

山
田
市
長
は
「
２
０
２
１

年
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

を
宣
言
し
、
２
０
５
０
年
に

二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ

を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、

今
年
３
月
に
策
定
し
た
名
取

市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
に
お
い
て
再
エ
ネ
の
利
用

促
進
を
明
記
し
て
い
る
が
、

今
回
の
発
電
事
業
は
大
変
意

義
あ
る
取
り
組
み
だ
と
考
え

る
。
地
球
温
暖
化
対
策
に

貢
献
す
る
こ
と
を
祈
念
す

る
」、千
葉
事
務
所
長
は
「
み

や
ぎ
型
管
理
運
営
方
式
で
は

民
間
事
業
者
に
よ
る
新
技
術

の
導
入
や
創
意
工
夫
な
ど
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
県

民
、
地
域
に
新
た
な
価
値
の

創
出
を
期
待
し
て
お
り
、
今

回
の
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
の

導
入
は
大
変
意
義
深
い
」
と

述
べ
た
。

　

日
水
コ
ン
で
は
、
名
取
市

以
外
に
３
カ
所
で
マ
イ
ク
ロ

水
力
発
電
事
業
を
予
定
し
て

お
り
、
４
カ
所
の
総
発
電
量

は
約
１
３
０
０
Ｍ
Ｗ
ｈ
を
見

込
ん
で
い
る
。

し
か
っ
た
１
０
０
ｋ
Ｗ
ｈ
以

下
で
の
投
資
回
収
を
可
能
と

し
た
。
さ
ら
に
、
縦
型
イ
ン

ラ
イ
ン
ポ
ン
プ
の
採
用
で
狭

い
地
下
ピ
ッ
ト
に
も
導
入
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

同
日
、
岩
沢
配
水
池
内
で

開
所
式
を
開
催
し
、
山
田
司

郎
・
名
取
市
長
、
千
葉
隆

浩
・
宮
城
県
仙
南
・
仙
塩
広

　

フ
ラ
ン
ス
・
リ
ヨ
ン
で
10

日
か
ら
15
日
ま
で
開
催
さ
れ

る
第
47
回
技
能
五
輪
国
際
大

会
に
出
場
す
る
日
本
選
手
団

の
結
団
式
が
４
日
、
都
内
の

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
。「
水

技
術
」
職
種
に
出
場
す
る


島
旺
亮
さ
ん
（
水
ｉ
ｎ
ｇ
Ａ

Ｍ
）
は
、「
１

年
半
に
わ
た

る
訓
練
の
成

果
を
発
揮
で

き
る
機
会
が

や

っ

と

来

た
。
悔
い
の

無
い
よ
う
に

最
後
ま
で
全

力
で
取
り
組
み
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
た
。

　

選
手
団
の
名
誉
団
長
で
あ

る
大
橋
徹
二
・
中
央
職
業
能

力
開
発
協
会
会
長
は
、「
国

際
大
会
で
の
皆
さ
ん
の
活
躍

は
、
自
身
の
み
な
ら
ず
、
指

導
し
て
く
だ
さ
っ
た
上
司

や
先
輩
、
関
係
者
の

方
々
、
応
援
し
て
く
だ

さ
る
ご
家
族
、
さ
ら
に

は
皆
さ
ん
の
後
に
続
く

若
者
に
と
っ
て
大
き
な

力
と
な
る
」
と
呼
び
か

け
、
堀
井
奈
津
子
・
厚

生
労
働
省
人
材
開
発
統

括
官
は
、「
国
の
代
表

と
し
て
皆
さ
ん
の
優
れ

た
技
能
を
世
界
の
舞
台

で
思
う
存
分
発
揮
し
て

ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
選
手

団
へ
の
国
旗
授
与
や
出
場
選

手
55
人
の
紹
介
な
ど
が
行
わ

れ
た
。

　

技
能
五
輪
国
際
大
会
は
、

原
則
22
歳
以
下
の
青
年
技
能

者
を
対
象
に
隔
年
で
開
催
さ

れ
る
大
会
。
幅
広
い
職
種
で

の
技
能
競
技
を
通
じ
、
参
加

国
・
地
域
の
職
業
訓
練
の
振

興
お
よ
び
技
能
水
準
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
国
際
交

流
と
親
善
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
前
回
大
会

の「
水
技
術
」職
種
で
は
、
山

﨑
翼
さ
ん（
水
ｉ
ｎ
ｇ
Ａ
Ｍ
）

が
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

　

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
（
藤
川
幸
造
会
長
）

は
８
月
23
日
、
第
３
回
未
来

創
造
検
討
委
員
会
（
委
員
長

＝
藤
原
和
彦
・
三
重
県
水
道

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
理

事
）
を
都
内
の
全
管
連
会
館

で
開
い
た
。
こ
の
委
員
会
は

全
管
連
の
未
来
に
つ
い
て
検

討
す
る
た
め
に
藤
川
会
長
が

設
置
し
た
。
会
長
や
県
連
役

「
悔
い
の
無
い
よ
う
全
力
で
」

技
能
五
輪
結
団
式
で
意
気
込
み

水
ｉ
ｎ
ｇ
Ａ
Ｍ

髙

島

さ

ん

発電スイッチを押す（左から）千葉事業所長、門脇社
長、山田市長、千葉事務所長、間山社長、松浦社長

設置されたマイクロ水力発電システム

名
取
市
で
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電

「
み
や
ぎ
型
」初
の
任
意
事
業

日
水
コ
ン

１
年
間
売
電
収
益

約
１
１
０
０
万
円

　オリジナル設計は、社内の管理・監督者向けセミナー

「ＯＥＣ Boost Seminar vol.Ⅳ」を開いた。23人の受講

者は、外部講師から部下を適切に評価・指導するための

方法を講義やロールプレイ、ディスカッションを通じて

学んだ。

　セミナーでは、参加者が自分自身のキャリアを振り返

ることから始めた。自身を客観視し価値観や考え方を

分析する過程を通じて、評

価者として被評価者を冷静

に評価し指導するスキルを

磨いた。また、管理・監督

者としては、コミュニケー

ション力が求められるの

で、面接のロールプレイを

行い、講師からのアドバイ

スを受けた。参加者からは、「人事評価のメソッドを学

べたことはもちろん、自分自身を客観視できたことは意

義があり、参加して良かった」などの感想が聞かれた。

　「Boost Seminar」は毎回、受講者の階層を変えて行っ

ているが、今回は課長や課長代理を務める40 ～ 50歳代

前半の社員を集めた。同社では全階層の社員に受講して

もらうため、今後もセミナーを開催していくとしている。

　菅伸彦・社長は、「管理・監督者が冷静に評価をする

ことが、被評価者の納得感につながる。それは被評価者

にとっても良い影響を与えるだろう。水コンサルタント

として人的経営資源は重要であり、人材の育成はもちろ

ん、心身の健康についても継続的に取り組んでいく必要

がある。今回のセミナーを通じ、人事評価のストレスを

減らすことができれば、社員の心身の健康維持に寄与す

るだろう」と、セミナー開催の意義を語った。

菅社長（前列中央右）と受講者たち

第
14
回
セ
ミ
ナ
ー

の
参
加
者
を
募
集

Ｇ
Ｓ
21

大会を前に意気込む髙島
さん

オリジナル設計 社内セミナー

適切な人事評価・指導を学ぶ

受講者は真剣な眼差し

出場する55人の選手たち

２０２４年（令和６年）９月９日付

水 道 産 業 新 聞




